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１．大阪・関西万博の概要
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開催概要

大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」を体現する様々な参加形態や事業、会場のデザ
インを含む会場計画、運営計画、資金計画等をまとめた協会のマスタープラン「基本計画」を2020年12
月25日策定・公表

基本計画に基づき、参加国、国際機関への招請活動や企業・団体・自治体・市民団体等の参加と共創を促進
するとともに、各事業の実施計画の策定や具体的な取り組みを推進

２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）開催概要

名 称 ２０２５年日本国際博覧会（略称:大阪・関西万博 ）

テーマ いのち輝く未来社会のデザイン

サブテーマ Saving Lives（いのちを救う）

Empowering Lives（いのちに力を与える）

Connecting Lives（いのちをつなぐ）

コンセプト People's Living Lab（未来社会の実験場）

会 場 夢洲(ゆめしま)（大阪市此花区）

開催期間 2025年4月13日～10月13日

想定来場者数 約2,820万人
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四方を海に囲まれた会場ロケーションを活かし、世界とつながる「海」と「空」に囲まれた万博としての会
場デザイン及び企画などを実施。

「非中心・離散」の理念によって多様性を鼓舞し、そこに「つながり」を重ね合わせた「多様でありながら、
ひとつ」をデザイン。

会場デザイン ～世界とつながる海と空に囲まれた万博～



テーマ事業

大阪・関西万博への参加、出展状況
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国・地域、国際機関の参加状況
（2022.7.29時点）

• 公式参加表明 130か国・地域、8国際機関
（目標数:150か国、８国際機関）

民間パビリオン出展参加状況

＜出展参加者（12企業・団体、五十音順）＞
• 飯田グループホールディングス株式会社
• 住友EXPO2025推進委員会
• 特定非営利法人ゼリ・ジャパン
• 玉山デジタルテック株式会社
• 電気事業連合会
• 一般社団法人日本ガス協会
• 日本電信電話株式会社
• 株式会社バンダイナムコホールディングス
• 株式会社パソナグループ
• パナソニックホールディングス株式会社
• 三菱大阪・関西万博総合委員会
• 吉本興業ホールディングス株式会社

営業出店等

• 飲食施設として、ラウンジ＆ダイニング、ファミリーレストラン、カフェ、ファストフード、フードコート、キッチ
ンカーなどの営業出店が見込まれる。また、メッセなどにおける展示会での試飲食、さらには各パビリオ
ンにおいても飲食品の提供が可能であり、少なくとも100以上の事業者が営業出店する見込み。

• 各国及び企業・参加国のパビリオンは、その面積の20%を飲食又は物販営業に充てることができる
こととなっている。



会場レイアウト①
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会場レイアウト②
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グリーンワールド



企業・団体等の参加 ～多様な参加形態を用意～

企業・団体等はともにテーマの実現をめざすパートナー。大阪・関西万博では、これまでの万博より
も幅広い、多様な参加形態を用意。

パビリオン出展、テーマ事業協賛、未来社会ショーケース事業参加、「TEAM EXPO 2025」プログ
ラム参加、催事参加、営業参加、会場建設費等への寄附等
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パビリオン出展

万博のテーマに沿って自由な発想で
独自に企画・出展する参加

敷地面積約3,500㎡
9区画

テーマ事業協賛

8名のプロデューサーが企画する
テーマ事業に協賛社として参加

資金
施設・物品・役務提供

未来社会ショーケース
事業出展

会場内で未来社会の実証・実装や
テーマを具現化する展示を行う参加

事業出展
資金・施設・物品・役務提供

TEAM EXPO 
2025参加

共創チャレンジ
共創パートナー

催事参加

資金・施設・物品
・役務提供

営業参加

営業施設出店
ライセンスビジネス

会場整備参加
運営参加

施設・物品
・役務提供

万博応援参加

広報・プロモーション
寄附

募集終了



｢TEAM EXPO 2025｣ プログラム①

会期前より2025年に向けて、大阪・関西万博のテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」
を実現し、SDGsの達成に貢献するために、多様な参加者が主体となり、理想としたい未来社会を
共に創り上げることを目指す取組を推進する。

会期前 会期中 会期後

オンライン上

会場外
(大阪・関西広
域エリア等)

会場

連携

大阪・関西万博
テーマのもと、ア
イデアやメッセー
ジを持ち活動する
人々と支援する

人々が共創するプ
ラットフォーム

発展

発展
（イベント等）

レガシー
として継承

会期前からの活動成果を会場内の
ベストプラクティスエリアで披露

連携
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共創チャレンジ

共創パートナー

キーワード
SDGs Society5.0
共創（Co-Creation）
多様なセクターの参加

キーワード
SDGs Society5.0
共創（Co-Creation）
多様なセクターの参加

本万博のテーマの実現、SDGs達成の貢献に向けた多様な活動

場・もの の支援 情報発信の支援人の支援 資金の支援

多様な活動を創出・支援する企業・団体

民間企業（金融、メディア、教育、メーカー等）、団体、
大学、国・自治体、社会起業家等

（活動例）

• 産官学が連携し、持続可能な地域づくりをめざす活動
• 小中学生が子どもたちが、SDGs達成を目指すロボット制作を通じて世界の子どもと共創を進める活動
• アート・デザインの力を活用したSDGsの発信、社会活動
• 企業（ベンチャー企業、中小企業、大企業）がSDGs達成への貢献の元に進める新規事業活動
• 万博の機運醸成に関する活動（学校、企業、団体、様々なレベルで）
• その他、環境エネルギー、健康医療、観光など様々なテーマにおける活動

｢TEAM EXPO 2025｣ プログラム② ～具体的活動例～
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２．資源循環勉強会の概要



「持続可能性有識者委員会」
年 月設置（委員⾧:伊藤 元重 これまでに３回開催）

持続可能性の観点から配慮すべき分野などについて、専門的見地から
意見及び提案を行うと同時に、持続可能な万博運営に関して議論を行う。

「持続可能な大阪・関西万博開催にむけた方針」の策定 公表

脱炭素・資源循環に配慮した万博を実現するため、
〈 グリーンビジョン〉策定・具体化

改定版公表

適切な調達を進めるため、
「調達コード」策定・運用

・・・

上記方針に沿って、必要となるビジョン・ガイドライン等を策定
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•

•

•

•

•
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（４）会場内だけでなく会場外も含めた
広域エリアを対象とした実証・実装プロジェクトを
実施（脱炭素先行地域等の取組との連携）

（５）グリーン成⾧戦略/重点産業分野におけ
る需給両面の取り組み推進（グリーンイノベー
ション基金等の取組との連携）

（６）スタートアップ等様々な主体の参加促進（３）来場者等の理解促進を図り、
行動変容を起す仕組みの導入

（１）先進性／経済性のある技術等の導入に
よる、万博におけるカーボンニュートラルの実現及
び2050年のカーボンニュートラル社会の提示

（２）サーキュラーエコノミーの実現
（需要サイドの技術等導入によるごみゼロ、食品
廃棄ゼロ、ファッションロスゼロの実現）
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会場整備

来場者

エネルギー

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

その他

•

•

•

•

運営

•

•

•
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





•

•
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